【構成】
プロローグ　3ページ
第1章から第10章　3ページ×10＝30ページ
エピローグ　3ページ

【投稿頻度】
4投稿／月、1投稿に3ページ入れる想定
1度に全部提出いただくことはなくて、章ごとに分割して発注でも可能

【内容】
具体的に作成しましたが、果実さまが描きやすいように修正してもらって全然OK
1．各シーン
2．コマ割り
3．登場人物
4．ポーズ
5．表情
6．台詞
7．ト書き
8．背景
9．小道具
10．タッチ
11．配色
12．演出方法













プロローグ
雨がしとしと降る夜、副業ハカセはコンビニの裏で、左耳を怪我した小さな子猫ミケを見つける。ミケは怯えて震えており、その傷は過去に受けたいじめの痕跡である。ハカセはミケを家に連れて帰るが、妻に反対され、ミケを豪邸の庭に戻す。しかし、その決断が心に残り、後悔の念が彼を苛む。後に妻が病で他界し、ハカセは深い孤独を感じるようになる。

第1章：孤独の始まり
妻を失ったハカセは、何も手につかず、日々の生活に張りがなくなる。趣味である釣りや野球観戦も楽しめず、自宅で過ごす時間が増える。そんなある日、雨の中で再びコンビニに足を運ぶと、以前に出会ったミケがまた現れる。再会したミケの姿に、ハカセの心は再び揺れ動く。

第2章：二人の新しい生活
ハカセはミケを家に連れて帰り、二人での生活を始めることを決意する。ミケは徐々にハカセに心を開き、以前の臆病な姿から明るく陽気な性格に変わっていく。ハカセもまた、ミケの存在によって孤独感が和らぎ、再び日常に楽しみを見出すようになる。

第3章：暗雲の訪れ
穏やかな日々が続く中、ハカセは突然体調の異変を感じるようになる。病院での診察の結果、難病にかかっていることが判明し、残された時間が少ないことを告げられる。ハカセは、ミケを一人に残すことへの不安と恐怖に苛まれる。

第4章：決断の時
ハカセは自分の命を延ばすために半分ロボットになるという選択肢を考え始める。ミケのために生き延びる決意を固め、手術を受けることを決意する。手術の日、ハカセはミケに言葉をかけ、自分の決断を伝える。

第5章：新たな体と新たな絆
手術は成功し、ハカセは半分ロボットとして新たな体で目を覚ます。最初は違和感を覚えるものの、ミケがそばにいることで徐々に新しい自分を受け入れていく。二人は再び日常を取り戻し、互いに支え合いながら新たな生活を楽しむ。

第6章：副業の広がり
ハカセは、自分の経験を生かしてAIを活用した副業を広める活動を再開する。ミケもその活動に寄り添い、二人で全国を回りながら、他の人々にも副業の可能性を伝える。二人の絆は一層深まり、全国各地で成功を収める。

第7章：新しい仲間との出会い
ハカセとミケは、副業を通じて新しい仲間と出会う。それは同じく人生に苦しんでいた人々であり、ハカセとミケの成功に感銘を受け、副業に挑戦し始める。新しい仲間たちとの出会いが、ハカセとミケの生活をさらに豊かにしていく。

第8章：挑戦と成長
新たな仲間たちと共に、副業の活動はますます広がりを見せる。ハカセは、自分の体に残るわずかな人間性と、ロボットとしての新たな力を駆使し、さらなる挑戦に挑む。ミケもまた、ハカセを支えながら成長し、二人の絆はより強固なものとなる。

第9章：二人の未来
ハカセとミケは、これからの人生をどう歩んでいくかを真剣に話し合う。ミケのために選んだロボット化も、今では二人の未来を照らす光となりつつある。二人は、新たな目標を設定し、さらに多くの人々に副業の可能性を伝える決意をする。

第10章：最後の旅立ち
ハカセとミケは、これまでの旅を振り返りながら、最後の旅に出る決意をする。それは、自分たちが築いてきた絆を確かめ、新たな未来へと歩み出す旅。二人は共に歩み続け、これからも新たな挑戦と喜びを見つけていく。

エピローグ：穏やかな日々と新たな旅立ち
ハカセとミケは、これまでの経験を通じて強く結ばれた絆を感じながら、穏やかな日々を過ごす。二人はお互いに感謝し、これからも共に歩んでいく決意を新たにする。新たな旅立ちに向けて、ハカセとミケは再び歩み出す。










プロローグ：出会いと別れ
1. 各シーン
· シーン1: 雨の夜、コンビニの裏手で副業ハカセがゴミ箱の影に隠れている子猫ミケを見つけるシーン。ミケは左耳に怪我をしており、怯えている。
· シーン2: ハカセがミケを家に連れて帰り、妻に見つかって怒られるシーン。妻は現実的な判断から、ミケを豪邸の庭に戻すことを提案する。
· シーン3: ハカセが豪邸の庭にミケを戻し、後ろ髪を引かれるような思いでその場を去るシーン。
2. コマ割り
1ページ目:
· 1コマ目: 雨がしとしとと降る夜のコンビニ外観。大きなコマで、夜の静寂と冷たさを表現。
· 2コマ目: コンビニの裏手で、ハカセがゴミ箱の影に隠れているミケを見つけるシーン。中サイズで、ハカセの視線がミケに向かう。
· 3コマ目: ミケが怯えて体を縮め、左耳の怪我がクローズアップされるシーン。小サイズで、ミケの不安が強調される。
2ページ目:
· 1コマ目: ハカセがミケを抱き上げ、雨の中を歩いて自宅へ向かうシーン。中サイズで、ミケを優しく包み込むハカセの手が描かれる。
· 2コマ目: 自宅に戻り、玄関で妻が待っているシーン。妻は厳しい表情を浮かべている。中サイズ。
· 3コマ目: ハカセが妻に叱られ、肩を落とすシーン。小サイズで、ハカセの戸惑いとミケへの思いを描写。
3ページ目:
· 1コマ目: ハカセがミケを豪邸の庭に戻すシーン。大きなコマで、ハカセがミケを置き去りにする苦悩を表現。
· 2コマ目: ミケが雨に打たれながら豪邸の庭で佇むシーン。小サイズで、ミケの孤独感を強調。
· 3コマ目: ハカセが後ろを振り返りながら歩き去るシーン。中サイズで、ハカセの後ろ髪を引かれるような表情を描写。
3. 登場人物
· 副業ハカセ: 初老の男性。優しく、動物好きだが、妻の言葉に従わざるを得ない状況に悩む。
· ミケ: 小さな子猫。左耳に怪我をしており、怯えているが、ハカセに心を開き始める。
· 妻: 明るく堅実的な中年女性。動物には厳しいが、家族を守るための現実的な判断をする。
4. ポーズ
· ハカセ: 雨の中でミケに手を差し伸べる姿勢、ミケを抱きしめる姿、妻に叱られて肩を落とす姿勢、豪邸の庭にミケを置いて後ろ髪を引かれる姿。
· ミケ: ゴミ箱の影で怯えて縮こまる姿、ハカセに抱きしめられる姿、雨に打たれて佇む姿。
· 妻: 両腕を組んで玄関で待ち受ける姿勢、ハカセを叱る厳しい表情。
5. 表情
· ハカセ: 優しさと戸惑いの表情、妻に叱られたときの落ち込んだ表情、ミケを置いていくときの苦悩の表情。
· ミケ: 怯えた表情、少しの安心感、孤独を感じる表情。
· 妻: 厳しい表情と現実的な判断を示す表情。
6. 台詞
· ハカセ:
· 「大丈夫だ、怖がらないで…。」
· 「でも、どうしてもこの子を…」
· 「ごめんよ、ミケ…。」
· 妻:
· 「猫なんて飼えないわ！すぐに戻してきて。」
· 「ここではなく、もっと良い場所があるでしょう。」
7. ト書き
· 1ページ目: (雨の降る夜、冷たい空気が漂う中、ハカセはコンビニ裏で怯えたミケを見つける。ミケは左耳に怪我をしており、震えている。)
· 2ページ目: (ハカセはミケを家に連れて帰ろうとするが、妻に見つかり叱られる。ハカセは妻の言葉に従い、ミケを豪邸の庭に戻すことを決意する。)
· 3ページ目: (ハカセは後ろ髪を引かれる思いで、ミケを豪邸の庭に置き去りにする。ミケは雨に打たれながら、孤独に佇む。ハカセはその場を去るが、心に後悔が残る。)
8. 背景
· 1ページ目: 雨の降るコンビニの外観、ゴミ箱が並ぶ裏路地、夜の静けさ。
· 2ページ目: 自宅の玄関、暗い空模様、豪邸の庭の入口。
· 3ページ目: 豪邸の広い庭、雨に濡れた草と石畳、遠ざかるハカセの後ろ姿。
9. 小道具
· 傘、ゴミ箱、玄関の靴箱、豪邸の門扉、庭の石畳、ミケを包むハカセのコート。
10. タッチ
· 線は柔らかく、キャラクターの感情を強調するために陰影をしっかりとつける。雨の描写を通じて、物語の悲しさと冷たさを表現。
· ミケの毛並みや怪我を繊細に描写し、読者の感情を揺さぶる。
11. 配色
· 雨のシーン: グレーや青みがかったトーンで、冷たさと孤独感を強調。
· 自宅のシーン: 暖かいベージュやブラウンを使用するが、影を多めにして重い雰囲気を出す。
· 豪邸の庭: 深い緑と石畳のグレー、雨で暗くなった空。
12. 演出方法
· 雨の描写を通じて、冷たさと孤独感を強調。ハカセの葛藤を視覚的に表現するために、表情のクローズアップや手元の動きを細かく描写。
· ミケを置き去りにするシーンでは、広がりのある構図で二人の距離感を強調し、ハカセの後ろ姿に重ねてミケの孤独感を表現。
























第1章：孤独の始まり
1. 各シーン
· シーン1: 妻の葬儀が終わり、副業ハカセが一人で家に帰るシーン。心にぽっかりと穴が空いたような虚しさを感じている。
· シーン2: ハカセが自宅のリビングで、思い出の品々を眺めながら過去を回想するシーン。何も手につかず、時間だけが過ぎていく。
· シーン3: ハカセが雨の中、再びコンビニへと足を運び、ミケとの再会を果たすシーン。ミケの姿に胸が締め付けられるような感情が湧き上がる。
2. コマ割り
1ページ目:
· 1コマ目: 葬儀場の外観を大きく描き、ハカセが一人で歩いているシーン。重く暗い雰囲気を大きなコマで表現。
· 2コマ目: ハカセが家の玄関を開けるシーン。中サイズで、静かな家の中が少し覗く。
· 3コマ目: 静かなリビングに入るハカセの姿。小サイズで、彼の疲れ切った様子を描写。
2ページ目:
· 1コマ目: ハカセがリビングのソファに座り、テーブルに置かれた写真立てや思い出の品々を眺めているシーン。中サイズ。
· 2コマ目: ハカセが写真を手に取り、ぼんやりと見つめるシーン。小サイズで、思い出に浸る彼の表情をクローズアップ。
· 3コマ目: ハカセがソファに沈み込み、無言で時間を過ごすシーン。中サイズで、部屋の静寂が強調される。
3ページ目:
· 1コマ目: ハカセが雨の中、傘もささずに歩き、コンビニへと向かうシーン。大きなコマで、彼の孤独感を強調。
· 2コマ目: コンビニの裏手でミケと再会するシーン。中サイズで、ミケがハカセを見つめている姿を描写。
· 3コマ目: ハカセがミケを見つめ、涙をこらえながら手を差し伸べるシーン。小サイズで、感情の高まりをクローズアップ。
3. 登場人物
· 副業ハカセ: 初老の男性。妻を失い、孤独と虚しさに苛まれている。ミケとの再会により、少しずつ感情が動き始める。
· ミケ: 小さな子猫。再びハカセと出会い、彼に再び希望をもたらす存在。
4. ポーズ
· ハカセ: 一人で歩く姿勢、玄関を開ける姿勢、ソファに座って思い出の品々を眺める姿、コンビニへ向かう姿、ミケに手を差し伸べる姿。
· ミケ: 雨の中でハカセを見つめる姿、彼の手に少しずつ近づく姿。
5. 表情
· ハカセ: 深い悲しみと孤独感を感じさせる表情、思い出に浸る表情、ミケと再会したときの感情の揺れ。
· ミケ: 怯えた表情、ハカセを見つめる時の少しの安心感。
6. 台詞
· ハカセ:
· 「もう、何もかも終わってしまった…。」
· 「こんな静かな家に帰っても…」
· 「ミケ…また、会えるなんて…」
7. ト書き
· 1ページ目: (葬儀場からの帰路、ハカセは一人きりで家に帰る。心にぽっかりと穴が開いたような虚しさを感じ、重い足取りで玄関を開ける。)
· 2ページ目: (リビングで思い出の品々を眺めるハカセ。妻との過去が頭をよぎるが、今やその全てが彼の心に重くのしかかる。何も手につかず、ただ時間が過ぎていくだけ。)
· 3ページ目: (ハカセは雨の中、無意識にコンビニへと足を運ぶ。そこで再びミケと出会い、彼の心に僅かながらも希望が灯る。)
8. 背景
· 1ページ目: 葬儀場の外観、家の玄関、静かなリビング。
· 2ページ目: リビングのテーブル、写真立て、ソファ、薄暗い照明。
· 3ページ目: 雨の降る街並み、コンビニの裏路地、静かな夜の街。
9. 小道具
· 傘（使用しない）、写真立て、リビングの時計、コンビニの看板、ミケの怪我が分かる包帯。
10. タッチ
· 線は繊細で、特にキャラクターの感情を強調するために陰影をしっかりとつける。背景はシンプルながらも、感情の重さを反映する暗めの色調で描写。
11. 配色
· 葬儀場と家のシーン: 灰色や暗いトーンを基調に、重苦しい雰囲気を表現。
· リビングのシーン: 暗いブラウンやグレーを使用し、沈んだ雰囲気を強調。
· 雨のシーン: 青みがかったグレーを基調に、孤独感を強調。
12. 演出方法
· 葬儀場やリビングのシーンでは、静寂と孤独を強調するために、広い空間の中でハカセ一人を描写。
· 雨のシーンでは、雨音や足音が響き渡るような静けさを感じさせ、ハカセの孤独感を増幅。
· ミケとの再会シーンでは、二人の距離感を表現するためにクローズアップを多用し、感情の高まりを演出。
































第2章：二人の新しい生活
1. 各シーン
· シーン1: ハカセがミケを家に連れて帰り、二人での新しい生活を始めるシーン。ミケはまだ少し怯えていますが、ハカセの優しさに心を開き始める。
· シーン2: ハカセがミケのために暖かい寝床を用意し、ミケがその上で安心して眠るシーン。
· シーン3: ハカセがテレビを見ながらリビングでくつろぎ、ミケが隣で眠るシーン。二人の新しい日常が描かれる。
2. コマ割り
1ページ目:
· 1コマ目: ハカセがミケを抱えて家に帰るシーン。玄関の扉を開ける瞬間を大きなコマで描写し、二人の新たなスタートを象徴する。
· 2コマ目: ハカセがミケをリビングに連れて行くシーン。中サイズで、ミケが少し怯えた表情を見せる。
· 3コマ目: ミケがリビングの隅に隠れようとするが、ハカセが優しく手を差し伸べるシーン。小サイズで二人の距離が縮まり始める瞬間を描く。
2ページ目:
· 1コマ目: ハカセがミケのために用意した毛布の上にミケをそっと置くシーン。中サイズで、ミケが少しずつ安心し始める様子を描写。
· 2コマ目: ミケが毛布の上で丸くなり、ゆっくりと目を閉じて眠りにつくシーン。小サイズで、安心感を強調。
· 3コマ目: ハカセがミケの寝顔を優しく見守るシーン。中サイズで、ハカセの表情に満足感が現れる。
3ページ目:
· 1コマ目: ハカセがテレビを見ながらリビングでくつろいでいるシーン。大きなコマで、日常の穏やかさを描写。
· 2コマ目: ミケがハカセの隣で眠っているシーン。中サイズで、二人がリラックスしている様子を描く。
· 3コマ目: ハカセがそっとミケの頭を撫でるシーン。小サイズで、二人の絆がさらに深まる瞬間を描写。
3. 登場人物
· 副業ハカセ: 初老の男性。ミケとの新しい生活を始め、少しずつ心が癒されていく。
· ミケ: 小さな子猫。最初は怯えているが、ハカセの優しさに触れて次第に安心し始める。
4. ポーズ
· ハカセ: ミケを抱えて玄関を開ける姿、リビングでミケを優しく包む姿、テレビを見ながらくつろぐ姿、ミケを撫でる姿。
· ミケ: 玄関で少し怯えた姿、毛布の上で丸くなる姿、ハカセの隣でリラックスして眠る姿。
5. 表情
· ハカセ: 優しさと安心感が表れる表情、ミケの寝顔を見守る満足感のある表情、テレビを見ながらリラックスする表情。
· ミケ: 最初は少し怯えた表情、次第に安心して眠る表情、ハカセに心を開き始める穏やかな表情。
6. 台詞
· ハカセ:
· 「ここが新しいお前の家だよ、ミケ。」
· 「ゆっくり休むんだ、もう安全だから。」
· 「一緒に、ここで穏やかな時間を過ごそう。」
7. ト書き
· 1ページ目: (ハカセがミケを家に連れて帰り、新しい生活を始める。ミケは最初は怯えているが、ハカセの優しさに次第に心を開き始める。)
· 2ページ目: (ハカセがミケのために暖かい寝床を用意し、ミケが安心して眠りにつく。ハカセはその様子を見守り、心の中に小さな安堵が広がる。)
· 3ページ目: (リビングでくつろぐハカセとミケ。二人の新しい日常が始まり、互いに少しずつ癒されていく。)
8. 背景
· 1ページ目: ハカセの家の玄関、リビングの内部、暖かみのあるインテリア。
· 2ページ目: リビングの一角、ミケのために用意された毛布、窓から差し込む柔らかな光。
· 3ページ目: リビングのソファ、テレビ、棚に飾られた写真。
9. 小道具
· 玄関の靴、リビングのソファ、ミケのための毛布、テレビのリモコン、リビングのクッション。
10. タッチ
· 線は柔らかく、特にキャラクターの感情を強調するために細かい陰影をつける。リビングの描写では、温かさと安心感を感じさせるタッチで描く。
11. 配色
· 玄関とリビング: ベージュやブラウンを基調に、暖かみのある色調でリラックスした雰囲気を表現。
· ミケの毛布: 柔らかいパステルカラーで、安心感を強調。
· テレビのシーン: 薄いブルーやグレーを使用し、穏やかな日常を表現。
12. 演出方法
· 玄関やリビングのシーンでは、温かさと安心感を強調するために、光の表現や柔らかい色調を使用。
· ミケが安心して眠りにつくシーンでは、クローズアップを多用し、ハカセとの絆の深まりを描写。
· リビングでのシーンでは、日常の穏やかさを感じさせる広がりのある構図で、二人が新しい生活に馴染んでいく様子を描く。




























第3章：暗雲の訪れ
1. 各シーン
· シーン1: ハカセが日常生活の中で体調の異変を感じ、ふと立ち止まるシーン。顔色が悪く、少し動揺している。
· シーン2: 病院での診察を受け、医師から難病の診断を受けるシーン。医師が深刻な表情でハカセに説明している。
· シーン3: 自宅に戻ったハカセが、深い不安を抱えながらもミケを抱きしめているシーン。ミケは何かを感じ取っているかのように寄り添う。
2. コマ割り
1ページ目:
· 1コマ目: ハカセがリビングで突然立ち止まり、額に手を当てて顔をしかめるシーン。中サイズで体調の異変を感じ取る瞬間を描写。
· 2コマ目: ハカセが椅子に座り、少し疲れた様子でミケを見つめるシーン。小サイズで、ミケが心配そうに見つめ返す姿を描写。
· 3コマ目: ハカセが病院の待合室で診察を待っているシーン。中サイズで、病院の冷たさを感じさせる雰囲気を表現。
2ページ目:
· 1コマ目: 診察室で、医師が深刻な表情でハカセに診断結果を告げるシーン。大きなコマで、医師の顔とハカセの反応をクローズアップ。
· 2コマ目: ハカセがショックを受け、医師の言葉を理解しようとしているシーン。中サイズで、ハカセの動揺を表現。
· 3コマ目: ハカセが診察室を出て、病院の廊下で立ち止まるシーン。小サイズで、重苦しい雰囲気を強調。
3ページ目:
· 1コマ目: 自宅に戻ったハカセが、リビングでミケを抱きしめているシーン。大きなコマで、ミケがハカセの胸に寄り添っている姿を描写。
· 2コマ目: ハカセが深く息をつき、目を閉じながら考え込むシーン。中サイズで、彼の内面的な苦悩を表現。
· 3コマ目: ミケがハカセの膝の上で安らかに眠り、ハカセがその姿をじっと見つめるシーン。小サイズで、二人の絆を描写。
3. 登場人物
· 副業ハカセ: 初老の男性。体調の異変を感じ、難病の診断を受ける。深い不安を抱えながらもミケに支えられる。
· ミケ: 小さな子猫。ハカセの異変に気づき、彼を心配して寄り添う。
· 医師: ハカセに難病の診断を告げる。表情は真剣で、冷静に説明している。
4. ポーズ
· ハカセ: リビングで立ち止まり、額に手を当てる姿、椅子に座って疲れた様子でミケを見る姿、診察室でショックを受ける姿、ミケを抱きしめる姿、目を閉じて考え込む姿。
· ミケ: ハカセを心配そうに見つめる姿、ハカセの胸に寄り添う姿、ハカセの膝の上で眠る姿。
· 医師: 診察室でハカセに真剣な表情で説明する姿。
5. 表情
· ハカセ: 体調の異変を感じたときの驚きと不安、診断を受けたときのショック、考え込むときの苦悩、ミケを抱きしめるときの切なさ。
· ミケ: 心配そうな表情、ハカセに寄り添う優しい表情、安心して眠るときの表情。
· 医師: 真剣で冷静な表情、深刻さを伝える表情。
6. 台詞
· ハカセ:
· 「…どうしたんだろう、急に…」
· 「そんな、私が…。」
· 「ミケ、お前を一人にするわけにはいかない…。」
· 医師:
· 「お伝えしなければならないことがあります…残された時間は、限られています。」
7. ト書き
· 1ページ目: (日常生活の中で、ハカセが突然体調の異変を感じ、リビングで立ち止まる。彼はミケを見つめるが、心の中に不安が広がる。)
· 2ページ目: (病院での診察。医師から難病の診断を受けたハカセは、ショックを受けながらも現実を受け入れようとするが、心の中で葛藤が生まれる。)
· 3ページ目: (自宅に戻ったハカセは、深い不安を抱えながらもミケを抱きしめる。ミケはハカセの胸に寄り添い、彼を安心させるように眠りにつく。)
8. 背景
· 1ページ目: ハカセの家のリビング、シンプルなインテリアと落ち着いた空間。
· 2ページ目: 病院の待合室、診察室の内部、無機質で冷たい雰囲気。
· 3ページ目: 自宅のリビング、暖かみのある照明と落ち着いた雰囲気。
9. 小道具
· ソファ、テーブル、リビングの椅子、病院の診察台、医師のカルテ、ミケの毛布。
10. タッチ
· 線は繊細で、特にハカセの感情の揺れを強調するために陰影をしっかりとつける。背景はシンプルに描写し、キャラクターの感情に焦点を当てる。
11. 配色
· リビング: 暖かいベージュやブラウンを基調に、落ち着いた雰囲気を演出。体調の異変を感じるシーンでは、影を多く使って重苦しい雰囲気を強調。
· 病院: 白や灰色を基調に、冷たさと無機質さを強調。
· 自宅: 暖かい色調を基調にしながらも、影を多めに使って不安感を表現。
12. 演出方法
· ハカセが体調の異変を感じるシーンでは、彼の動作と表情に焦点を当て、周囲の空気感が変わる瞬間を描写。
· 病院のシーンでは、医師とハカセの対話をクローズアップし、診断の重みを読者に伝える。
· 自宅でのシーンでは、ハカセとミケの距離感を描写し、二人の絆と共に、ハカセの内なる不安を強調する。

























第4章：決断の時
1. 各シーン
· シーン1: ハカセが、自分の命を延ばすために半分ロボットになる決断を固めるシーン。夜中、一人で悩みながら過去の思い出を振り返る。
· シーン2: ハカセがミケに、自分が半分ロボットになる決意を伝えるシーン。ミケはその話を聞いて不安そうに見つめるが、ハカセに寄り添う。
· シーン3: 手術の日、ハカセがミケに別れを告げ、病院に向かうシーン。ミケはハカセを見送るが、その姿に寂しさが漂う。
2. コマ割り
1ページ目:
· 1コマ目: 夜中、ハカセがリビングで一人、アルバムを開いて過去の写真を眺めているシーン。大きなコマで、過去の思い出に浸るハカセの姿を描写。
· 2コマ目: ハカセが写真を見つめながら、深く考え込むシーン。中サイズで、ハカセの表情に悩みと決意が表れる。
· 3コマ目: ハカセが静かに写真を閉じ、手術を受ける決意を固めるシーン。小サイズで、彼の手元が強調される。
2ページ目:
· 1コマ目: ハカセがミケを膝の上に乗せ、自分の決意を語りかけるシーン。大きなコマで、ミケの表情とハカセの真剣な顔が描かれる。
· 2コマ目: ミケが不安そうにハカセを見つめ、耳を動かしているシーン。小サイズで、ミケの動揺を表現。
· 3コマ目: ハカセがミケを優しく撫でて、安心させようとするシーン。中サイズで、二人の絆を描写。
3ページ目:
· 1コマ目: 手術当日、ハカセがミケに別れを告げ、玄関でミケを見つめるシーン。大きなコマで、別れの瞬間を強調。
· 2コマ目: ハカセが玄関を出て、病院に向かうための車に乗り込むシーン。中サイズで、ハカセの後ろ姿とミケの寂しそうな表情を描写。
· 3コマ目: 車が出発し、ミケが玄関先で一人残されるシーン。小サイズで、ミケの寂しさが漂う空気感を強調。
3. 登場人物
· 副業ハカセ: 初老の男性。自分の命を延ばすために、半分ロボットになる決意を固める。ミケとの別れを前に、深い思いを抱えている。
· ミケ: 小さな子猫。ハカセの決意に不安を感じるが、彼を見守り、寄り添う。
4. ポーズ
· ハカセ: アルバムを開いて過去の写真を見つめる姿、写真を閉じて深く考え込む姿、ミケを膝に乗せて語りかける姿、玄関でミケに別れを告げる姿、車に乗り込む姿。
· ミケ: ハカセの膝の上で不安そうに見つめる姿、耳を動かして動揺を表現する姿、ハカセを見送る姿、玄関先で寂しそうに佇む姿。
5. 表情
· ハカセ: 思い出を振り返るときの懐かしさと悲しみ、決意を固めるときの真剣な表情、ミケに別れを告げるときの寂しさと覚悟。
· ミケ: 不安そうな表情、ハカセを見守る優しさ、玄関での寂しさ。
6. 台詞
· ハカセ:
· 「これが最後の選択だ、ミケ…。」
· 「お前を一人にしないために、この道を選んだんだ。」
· 「待っていてくれ、必ず戻るから。」
7. ト書き
· 1ページ目: (夜中、ハカセは過去の写真を眺め、これまでの人生を振り返る。その中で、自分の命を延ばすために半分ロボットになる決意を固める。)
· 2ページ目: (ハカセはミケに自分の決意を語りかける。ミケは不安を感じつつも、ハカセの決意を理解しようとしている。二人の間には深い絆が存在する。)
· 3ページ目: (手術の日、ハカセはミケに別れを告げ、病院に向かう。ミケはその場に残され、一人でハカセの帰りを待つ。)
8. 背景
· 1ページ目: 夜のリビング、薄暗い照明の下に置かれたアルバム、窓の外には夜空が広がる。
· 2ページ目: リビングのソファ、テーブルに置かれた写真、静かで落ち着いた空間。
· 3ページ目: 自宅の玄関、朝の薄明かり、病院へ向かうための車が停まっている道路。
9. 小道具
· アルバム、写真、ソファ、玄関のドア、車の鍵。
10. タッチ
· 線は繊細で、特に感情の表現に焦点を当てて描写。背景や小物はシンプルに描かれ、キャラクターの内面的な葛藤が強調される。
11. 配色
· 夜のシーン: 暗めのブルーやグレーを基調に、落ち着きと寂しさを強調。
· リビングのシーン: 暖かいベージュやブラウンを基調に、家庭的な雰囲気を演出。
· 別れのシーン: 朝の薄明かりを表現するために、淡い黄色やピンクを使用。車や玄関の描写は冷たいグレーで、別れの寂しさを表現。
12. 演出方法
· 夜のシーンでは、過去の思い出に浸るハカセの表情をクローズアップし、感情の揺れを表現。
· ミケとのシーンでは、二人の絆を強調するために、近距離の構図とクローズアップを多用し、ミケの細かい表情や動きを丁寧に描写。
· 別れのシーンでは、玄関や車の描写を通じて、ハカセとミケの距離感と別れの切なさを強調。特に、ミケが残されるシーンでは、背景をシンプルにし、キャラクターの感情に焦点を当てる演出を行う。



























第5章：新たな体と新たな絆
1. 各シーン
· シーン1: ハカセが手術を終えて目を覚ますシーン。彼は自分の新しい体に違和感を感じつつも、再びミケと会うことを願っている。
· シーン2: ハカセがリハビリを行いながら、新たな体に適応しようとするシーン。ミケが病院にやってきて、ハカセに寄り添う。
· シーン3: ハカセが退院し、ミケと共に自宅に戻るシーン。二人は新たな生活を始める。
2. コマ割り
1ページ目:
· 1コマ目: 手術後の病室で、ハカセがベッドの上で目を覚ますシーン。大きなコマで、彼の目覚めと新しい体に気づく瞬間を描写。
· 2コマ目: ハカセが手を見つめ、違和感を覚えながらも自分を確認しているシーン。中サイズで、ハカセの不安と戸惑いを表現。
· 3コマ目: ミケの写真がベッドサイドに置かれており、ハカセがそれを見つめるシーン。小サイズで、彼の決意を描写。
2ページ目:
· 1コマ目: リハビリ室で、ハカセが歩行練習をしているシーン。大きなコマで、新しい体に慣れようとする彼の努力を描写。
· 2コマ目: ミケが病院に訪れ、ハカセを見つけて駆け寄るシーン。中サイズで、ミケの嬉しそうな姿とハカセの驚きと喜びを描く。
· 3コマ目: ハカセがミケを抱き上げ、優しく撫でるシーン。小サイズで、二人の再会の喜びを表現。
3ページ目:
· 1コマ目: 退院の日、ハカセが病院の玄関から出て、ミケと共に自宅に帰るシーン。大きなコマで、二人の帰路を描写。
· 2コマ目: ハカセが自宅に到着し、玄関のドアを開けるシーン。中サイズで、新たな生活の始まりを感じさせる。
· 3コマ目: ハカセがリビングでミケと共にソファに座り、テレビを見ながらリラックスするシーン。小サイズで、穏やかな日常の復帰を描く。
3. 登場人物
· 副業ハカセ: 初老の男性。手術後の新たな体に戸惑いながらも、ミケとの再会を喜び、新たな生活に適応していく。
· ミケ: 小さな子猫。ハカセが手術後も寄り添い、彼に安心感を与える存在。
4. ポーズ
· ハカセ: 目を覚ます姿、手を見つめる姿、リハビリで歩行練習をする姿、ミケを抱き上げる姿、玄関を開ける姿、ソファに座りリラックスする姿。
· ミケ: ハカセを見つけて駆け寄る姿、ハカセに抱き上げられて安心する姿、リビングでハカセの隣に座る姿。
5. 表情
· ハカセ: 目覚めたときの驚きと戸惑い、リハビリ中の真剣な表情、ミケと再会したときの喜び、家に帰ったときの安心感。
· ミケ: ハカセに再会したときの嬉しさ、ハカセに寄り添う安心感、リビングでの穏やかな表情。
6. 台詞
· ハカセ:
· 「ここは…？この体は…？」
· 「ミケ、来てくれたんだな…。」
· 「これからまた、一緒に過ごせるんだ。」
7. ト書き
· 1ページ目: (ハカセが手術後に目を覚まし、自分の新たな体に気づく。戸惑いながらも、再びミケと会うことを願っている。)
· 2ページ目: (ハカセはリハビリを通じて新しい体に慣れようと努力する。ミケが病院に訪れ、二人は再会を喜び合う。)
· 3ページ目: (ハカセが退院し、ミケと共に自宅に戻る。二人は新たな生活を始め、穏やかな日常が戻ってくる。)
8. 背景
· 1ページ目: 病室のベッド、窓から差し込む光、ベッドサイドのテーブルに置かれたミケの写真。
· 2ページ目: リハビリ室の広い空間、運動器具やバランスボール、病院の廊下。
· 3ページ目: 病院の玄関、自宅の玄関、リビングのソファとテレビ。
9. 小道具
· ベッドサイドの写真、リハビリ用の歩行器、リビングのソファ、テレビのリモコン。
10. タッチ
· 線は柔らかく、特にキャラクターの感情を強調するために、表情や手元の動作に細かい陰影をつける。背景はシンプルながらも温かみを感じさせる描写。
11. 配色
· 病室: 柔らかい青や白を基調に、清潔感と静けさを表現。
· リハビリ室: 明るいグレーやライトブルーを基調に、前向きな雰囲気を表現。
· 自宅: ベージュやブラウンを基調に、暖かく安心感のある雰囲気を演出。
12. 演出方法
· ハカセが目覚めるシーンでは、彼の驚きと戸惑いを強調するために、クローズアップと静かな背景を使用。
· ミケとの再会シーンでは、二人の喜びを強調するために、広がりのある構図と明るい色調を使用し、感動的な再会を描写。
· 自宅に戻るシーンでは、二人の絆がさらに深まったことを表現するために、温かい色調と柔らかな光を使用し、穏やかな日常の復帰を演出する。






























第6章：副業の広がり
1. 各シーン
· シーン1: ハカセが自宅でAIを活用した副業の準備を進めているシーン。ミケが彼の隣で興味深げに画面を覗き込む。
· シーン2: ハカセがミケを連れて地域のセミナーに参加し、自分の副業の知識を共有するシーン。参加者たちが興味深そうに聞いている。
· シーン3: セミナー後、参加者がハカセに感謝の言葉をかけ、ハカセとミケが新しい仲間を得たことを実感するシーン。
2. コマ割り
1ページ目:
· 1コマ目: ハカセが自宅のリビングで、AIツールを使いながらパソコンの画面を見ているシーン。大きなコマで、ミケがその隣で画面を覗き込む姿を描写。
· 2コマ目: ハカセがメモを取りながら、副業の計画を立てているシーン。中サイズで、集中している様子を描く。
· 3コマ目: ミケがハカセの膝の上に乗り、リラックスしているシーン。小サイズで、二人の和やかな時間を表現。
2ページ目:
· 1コマ目: ハカセがセミナー会場でプレゼンテーションをしているシーン。大きなコマで、スクリーンに映るスライドとハカセの姿を描写。
· 2コマ目: ミケが講演台の上で、可愛らしく座っているシーン。小サイズで、参加者たちの注目を集める様子を描く。
· 3コマ目: 参加者たちが真剣にメモを取りながら、ハカセの話に耳を傾けているシーン。中サイズで、セミナーの熱心な雰囲気を表現。
3ページ目:
· 1コマ目: セミナー後、参加者がハカセに感謝の言葉をかけているシーン。大きなコマで、ハカセとミケが笑顔で応じる姿を描写。
· 2コマ目: ミケが参加者の一人に撫でられているシーン。小サイズで、ミケの嬉しそうな表情を描く。
· 3コマ目: ハカセがミケを抱き上げ、二人で会場を後にするシーン。中サイズで、新しい仲間と共に前進する決意を表現。
3. 登場人物
· 副業ハカセ: 初老の男性。AIを活用した副業の広がりを進めるため、自宅で準備をし、セミナーで知識を共有する。
· ミケ: 小さな子猫。ハカセのそばで常に寄り添い、セミナーにも参加して人々の関心を引く。
· セミナー参加者たち: 幅広い年齢層の人々。ハカセの話に興味を持ち、彼に感謝の言葉を伝える。
4. ポーズ
· ハカセ: パソコンの画面を見つめる姿、副業の計画を立てる姿、セミナーでプレゼンをする姿、参加者に感謝の言葉をかけられて笑顔を見せる姿。
· ミケ: ハカセの隣で画面を覗き込む姿、講演台の上で座る姿、参加者に撫でられて嬉しそうにする姿、ハカセに抱き上げられる姿。
· 参加者: メモを取りながら真剣に話を聞く姿、ハカセに感謝の言葉をかける姿。
5. 表情
· ハカセ: 集中している表情、セミナーでの熱意に満ちた表情、感謝されて嬉しそうに笑う表情。
· ミケ: 興味津々な表情、講演台での誇らしげな表情、撫でられて嬉しそうな表情。
· 参加者: 真剣な表情、感謝の気持ちが伝わる温かい表情。
6. 台詞
· ハカセ:
· 「このAIツールを使えば、誰でも簡単に副業を始められます。」
· 「共に新しいチャンスを掴みましょう。」
· 「皆さん、今日は本当にありがとうございました。」
7. ト書き
· 1ページ目: (ハカセが自宅で副業の準備を進める。ミケも興味を持って彼の隣で画面を覗き込み、二人の時間が穏やかに流れる。)
· 2ページ目: (セミナーで、ハカセがAI副業の知識を共有する。ミケも参加し、参加者たちに愛されながらセミナーが進行する。)
· 3ページ目: (セミナー後、参加者たちがハカセに感謝の言葉をかける。ハカセとミケは新たな仲間を得て、共に前進する決意を新たにする。)
8. 背景
· 1ページ目: 自宅のリビング、パソコンデスクと椅子、画面に映るAIツールのインターフェース。
· 2ページ目: セミナー会場、スクリーン、講演台、参加者が座る椅子の並び。
· 3ページ目: セミナー会場のロビーや出口、広々とした空間と集まった人々。
9. 小道具
· パソコン、メモ帳、ペン、プロジェクター、スクリーン、ミケのためのクッション。
10. タッチ
· 線は柔らかく、特にハカセとミケの表情に焦点を当て、感情の流れを丁寧に描写。背景はシンプルながらも、セミナーの熱気やリビングの温かさを感じさせる描写を行う。
11. 配色
· 自宅のシーン: ベージュやブラウンを基調に、暖かく落ち着いた色調で家庭的な雰囲気を演出。
· セミナー会場: 明るいブルーやライトグレーを基調に、前向きな雰囲気を強調。
· セミナー後: 淡いオレンジや黄色を使い、温かい感謝の気持ちを表現。
12. 演出方法
· ハカセが自宅で準備を進めるシーンでは、家庭の温かさと集中している様子をクローズアップで表現。
· セミナーシーンでは、参加者との交流やハカセのプレゼンを広がりのある構図で描き、熱心な雰囲気を強調。
· セミナー後のシーンでは、ハカセとミケが新しい仲間を得て前進する決意を、明るい色調と温かい表情で描写し、未来への期待感を表現する。
























第7章：新しい仲間との出会い
1. 各シーン
· シーン1: ハカセとミケが、セミナーで出会った新しい仲間たちと再会し、共に副業のプロジェクトを進めるための会議を開くシーン。皆が意見を出し合い、和やかに話し合っている。
· シーン2: 会議後、仲間たちがハカセとミケに感謝の言葉を伝え、互いに新たなプロジェクトの成功を誓い合うシーン。ミケも仲間に撫でられて嬉しそうにしている。
· シーン3: ハカセとミケが仲間たちと別れ、次のステップに向かうために再び旅立つシーン。希望に満ちた雰囲気が漂う。
2. コマ割り
1ページ目:
· 1コマ目: 会議室でハカセとミケが仲間たちとテーブルを囲んで話し合うシーン。大きなコマで、和やかな会議の様子を描写。
· 2コマ目: 仲間の一人が意見を述べているシーン。中サイズで、ハカセがそれを聞きながら頷いている姿を描く。
· 3コマ目: ミケがテーブルの上に乗り、皆がミケを見守るシーン。小サイズで、和やかで温かい雰囲気を表現。
2ページ目:
· 1コマ目: 会議が終わり、仲間たちがハカセに感謝の言葉を伝えるシーン。大きなコマで、互いに握手を交わす場面を描写。
· 2コマ目: ミケが仲間たちに撫でられて嬉しそうにしているシーン。中サイズで、ミケの喜びを描く。
· 3コマ目: ハカセが仲間たちに感謝の言葉を返すシーン。小サイズで、真剣な表情を描写。
3ページ目:
· 1コマ目: ハカセとミケが仲間たちと別れを告げ、次のステップに向けて歩き出すシーン。大きなコマで、未来に向かう姿を描写。
· 2コマ目: ミケがハカセの肩に乗り、楽しそうに景色を眺めているシーン。中サイズで、二人の絆を描く。
· 3コマ目: 遠ざかるハカセとミケの後ろ姿が夕日に映えるシーン。小サイズで、希望と未来への期待感を表現。
3. 登場人物
· 副業ハカセ: 初老の男性。新たな仲間たちと共にプロジェクトを進めるため、意欲的に会議に参加する。
· ミケ: 小さな子猫。ハカセのそばで常に寄り添い、新たな仲間たちに可愛がられる。
· 仲間たち: セミナーで出会った幅広い年齢層の人々。副業のプロジェクトに参加し、ハカセと協力する。
4. ポーズ
· ハカセ: テーブルを囲んで話し合う姿、仲間たちと握手を交わす姿、仲間たちと別れて歩き出す姿。
· ミケ: テーブルの上に乗る姿、仲間たちに撫でられて嬉しそうにする姿、ハカセの肩に乗り楽しそうにする姿。
· 仲間たち: 意見を述べる姿、ハカセと握手する姿、ミケを撫でる姿、別れを告げる姿。
5. 表情
· ハカセ: 会議での集中した表情、仲間たちとの別れを惜しむ表情、未来への期待感を持つ表情。
· ミケ: 和やかな表情、嬉しそうな表情、楽しそうに景色を眺める表情。
· 仲間たち: 真剣な表情、感謝の気持ちが伝わる表情、別れの際の温かい表情。
6. 台詞
· ハカセ:
· 「皆さんのアイデアを取り入れて、このプロジェクトを成功させましょう。」
· 「これからも共に頑張りましょう。」
· 「次のステップに向けて、また一歩進みましょう。」
· 仲間たち:
· 「ハカセさんのおかげで、新しい道が見えてきました。」
· 「一緒に頑張りましょう。」
7. ト書き
· 1ページ目: (ハカセとミケが新しい仲間たちとテーブルを囲んで話し合い、副業のプロジェクトを進める計画を立てる。和やかな雰囲気が漂う。)
· 2ページ目: (会議後、仲間たちがハカセとミケに感謝の言葉を伝え、互いにプロジェクトの成功を誓い合う。ミケも仲間たちに可愛がられ、喜びに満ちている。)
· 3ページ目: (ハカセとミケが仲間たちと別れ、次のステップに向かって歩き出す。希望に満ちた未来への道を進んでいく。)
8. 背景
· 1ページ目: 会議室のテーブル、ホワイトボード、テーブルに広げられた資料、窓から差し込む柔らかな光。
· 2ページ目: 会議室の出口やロビー、広々とした空間、会議後のリラックスした雰囲気。
· 3ページ目: 外の風景、広がる青空と道、夕日に照らされる遠くの景色。
9. 小道具
· 会議室のテーブルと椅子、資料、ホワイトボード、ミケ用のクッション、出入り口のドア。
10. タッチ
· 線は柔らかく、特にキャラクターの感情を強調するために細かい陰影をつける。背景はシンプルに描写し、会議の和やかな雰囲気と未来への期待感を強調する。
11. 配色
· 会議室: 明るいブルーやベージュを基調に、前向きで協力的な雰囲気を演出。
· 会議後のシーン: 温かいオレンジやイエローを使用し、感謝と新しい仲間との絆を強調。
· 別れのシーン: 青空や夕日を背景に、希望に満ちた色調で未来への期待を表現。
12. 演出方法
· 会議シーンでは、和やかな雰囲気を強調するために、テーブルを囲む構図と参加者の表情をクローズアップで描写。
· 会議後のシーンでは、仲間たちとの感謝の気持ちを表現するために、温かい色調と柔らかな光を使用。
· 別れのシーンでは、ハカセとミケが新しい道を進んでいく様子を広がりのある構図で描写し、未来への希望と期待感を強調する。

















第8章：挑戦と成長
1. 各シーン
· シーン1: ハカセとミケが新しい副業のプロジェクトに取り組み、困難に直面するシーン。ハカセがパソコンの画面を見つめながら頭を抱える場面。
· シーン2: ミケがハカセを励ますかのように寄り添い、ハカセが再び奮起して問題解決に取り組むシーン。ハカセがメモを取りながら考え込む姿が描かれる。
· シーン3: ハカセが困難を乗り越え、新たな成長を遂げるシーン。彼がミケと共に成果を確認し、満足げに微笑む姿を描く。
2. コマ割り
1ページ目:
· 1コマ目: ハカセが自宅のデスクでパソコンの画面を見つめ、問題に直面しているシーン。大きなコマで、ハカセが頭を抱える姿を描写。
· 2コマ目: ハカセが手を止め、深いため息をついているシーン。中サイズで、彼の焦りと悩みを表現。
· 3コマ目: ミケがハカセの膝に乗り、彼を見上げているシーン。小サイズで、ミケの愛らしさと励ましを感じさせる。
2ページ目:
· 1コマ目: ハカセがミケを撫でながら、再びパソコンに向かい問題解決に取り組むシーン。大きなコマで、奮起する姿を描写。
· 2コマ目: ハカセがメモを取りながら、集中して考え込むシーン。中サイズで、真剣な表情を描写。
· 3コマ目: ミケが机の上でリラックスしながら、ハカセを見守るシーン。小サイズで、ミケの安心した表情を描く。
3ページ目:
· 1コマ目: ハカセがパソコンの画面を見つめ、ついに問題を解決した瞬間を描写。大きなコマで、満足げに微笑む姿を描く。
· 2コマ目: ハカセがミケを抱き上げ、喜びを分かち合うシーン。中サイズで、二人の笑顔を描写。
· 3コマ目: ハカセとミケが共にリビングでくつろぎながら、達成感に満ちた表情を浮かべるシーン。小サイズで、穏やかな雰囲気を表現。
3. 登場人物
· 副業ハカセ: 初老の男性。新しいプロジェクトに挑戦し、困難を乗り越えて成長する。ミケに支えられながら、問題解決に取り組む。
· ミケ: 小さな子猫。ハカセを励まし、彼に寄り添う存在として描かれる。
4. ポーズ
· ハカセ: パソコンの画面を見つめ頭を抱える姿、深いため息をつく姿、再び奮起してパソコンに向かう姿、メモを取りながら考え込む姿、問題を解決したときの喜びの笑顔、ミケを抱き上げる姿。
· ミケ: ハカセの膝に乗る姿、机の上でリラックスする姿、ハカセを見守る姿、喜びを分かち合う姿。
5. 表情
· ハカセ: 困難に直面したときの悩みと焦り、再び奮起したときの真剣な表情、問題を解決したときの喜びと満足感、ミケと共に過ごす穏やかな表情。
· ミケ: ハカセを励ます愛らしい表情、安心して見守る表情、達成感を分かち合う表情。
6. 台詞
· ハカセ:
· 「どうしてこんなにうまくいかないんだ…？」
· 「ありがとう、ミケ。もう一度、やってみるよ。」
· 「やったぞ、ミケ！これで次に進める。」
7. ト書き
· 1ページ目: (ハカセが新しいプロジェクトに取り組む中、困難に直面し、パソコンの前で頭を抱える。ミケは彼を励ますように寄り添い、ハカセは再び奮起する。)
· 2ページ目: (ハカセはミケに支えられながら、問題解決に取り組む。彼は集中してメモを取り、再びパソコンに向かい、真剣に考え続ける。)
· 3ページ目: (ついにハカセは問題を解決し、ミケと共に喜びを分かち合う。二人はリビングでくつろぎながら、達成感に満ちた表情を浮かべる。)
8. 背景
· 1ページ目: 自宅のデスク、パソコンの画面に映る複雑なデータやグラフ、リビングのインテリアが控えめに描かれる。
· 2ページ目: 自宅のデスク周り、メモ帳やペン、机の上に置かれた小物、リビングの一部が背景に描かれる。
· 3ページ目: 自宅のリビング、ソファやテレビ、窓から差し込む柔らかな光。
9. 小道具
· パソコン、メモ帳、ペン、机の上の小物、ソファ、リビングのクッション。
10. タッチ
· 線は繊細で、特にハカセの感情の揺れを強調するために陰影をしっかりとつける。背景はシンプルながらも、ハカセの集中力やミケの励ましを感じさせる描写を行う。
11. 配色
· デスクシーン: 青やグレーを基調に、集中した雰囲気と問題解決に取り組む緊張感を表現。
· リビングシーン: 暖かいベージュやブラウンを基調に、ミケとの穏やかな時間を感じさせる色調。
· 喜びのシーン: 明るいオレンジや黄色を使用し、達成感と喜びを強調。
12. 演出方法
· 困難に直面するシーンでは、ハカセの焦りや悩みを強調するためにクローズアップを多用し、陰影をつけた背景で感情を引き立てる。
· ミケがハカセを励ますシーンでは、ミケの動作や表情を細かく描写し、ハカセの再起を支える姿を強調。
· 問題解決と喜びのシーンでは、明るい色調と広がりのある構図を使用し、二人の達成感と次への期待を視覚的に表現する。


























第9章：二人の未来
1. 各シーン
· シーン1: ハカセとミケが、完成した副業プロジェクトの成果を見ながら未来について語り合うシーン。二人はリビングで、今後の計画を立てている。
· シーン2: ハカセがミケに、自分がこれから何をしたいか、そしてそのために二人でどう動くかを話すシーン。ミケはその話にじっと耳を傾けている。
· シーン3: ハカセとミケが新たな目標に向かって一歩を踏み出すシーン。二人の背中が希望に満ちた未来を象徴するかのように描かれる。
2. コマ割り
1ページ目:
· 1コマ目: ハカセがリビングのテーブルで、パソコンの画面に映る副業プロジェクトの成果を眺めているシーン。大きなコマで、画面に映る数字やグラフが成功を象徴している。
· 2コマ目: ハカセがミケに目をやり、微笑みながら未来について話し始めるシーン。中サイズで、二人の目線が合う瞬間を描写。
· 3コマ目: ミケがハカセの膝の上に乗り、彼を見上げているシーン。小サイズで、ミケの信頼感と親密さが表現される。
2ページ目:
· 1コマ目: ハカセが未来の計画を熱心に語り、ミケがそれを真剣に聞いているシーン。大きなコマで、ハカセの表情に希望と決意が宿る。
· 2コマ目: ミケが嬉しそうにハカセの顔を見つめ、尻尾を軽く振っているシーン。中サイズで、二人の絆が強調される。
· 3コマ目: ハカセが手元のノートに新しい計画を書き込んでいるシーン。小サイズで、具体的な行動に移ろうとしていることを示す。
3ページ目:
· 1コマ目: ハカセとミケが玄関を出て、新たな目標に向かって外に歩き出すシーン。大きなコマで、明るい未来を象徴する空が背景に描かれる。
· 2コマ目: ハカセがミケを見下ろしながら微笑むシーン。中サイズで、二人の間に流れる信頼と期待を表現。
· 3コマ目: 遠ざかる二人の後ろ姿が、未来への希望を感じさせるシーン。小サイズで、道が続いていく様子を描写。
3. 登場人物
· 副業ハカセ: 初老の男性。副業プロジェクトの成功を確認し、未来について考える。ミケと共に新たな目標に向かって進んでいく。
· ミケ: 小さな子猫。ハカセに寄り添い、彼の話を真剣に聞きながら、共に未来を歩む。
4. ポーズ
· ハカセ: パソコン画面を見つめる姿、ミケに語りかける姿、ノートに計画を書き込む姿、玄関を出て歩き出す姿、ミケを見下ろしながら微笑む姿。
· ミケ: ハカセの膝の上に乗る姿、熱心に話を聞く姿、尻尾を振る姿、ハカセに寄り添いながら歩く姿。
5. 表情
· ハカセ: 成功を確認したときの満足げな表情、未来について語るときの希望と決意、ミケを見つめるときの優しい笑顔。
· ミケ: 信頼と安心を感じさせる表情、嬉しそうな表情、ハカセと共に歩くときの期待に満ちた表情。
6. 台詞
· ハカセ:
· 「これまでの努力が実を結んだな、ミケ。」
· 「次は、もっと大きな目標を目指そう。」
· 「一緒に、未来に向かって進んでいこう。」
7. ト書き
· 1ページ目: (ハカセが副業プロジェクトの成功を確認し、満足げにミケに目をやる。ミケもその成功を分かち合い、二人で未来について語り合う。)
· 2ページ目: (ハカセはミケに、自分の未来の計画を熱心に語り始める。ミケもその話を真剣に聞き、二人の絆がさらに深まっていく。)
· 3ページ目: (ハカセとミケは、新たな目標に向かって歩き出す。二人は共に未来への希望を胸に、次のステップへと進んでいく。)
8. 背景
· 1ページ目: 自宅のリビング、パソコンの画面に映る成功の証、テーブルに置かれた資料やノート。
· 2ページ目: リビングのインテリア、ノートに書き込まれる新たな計画、ミケがリラックスする椅子やクッション。
· 3ページ目: 玄関の外、広がる空、続いていく道と木々。
9. 小道具
· パソコン、ノート、ペン、リビングのクッション、玄関の鍵。
10. タッチ
· 線は柔らかく、特にキャラクターの感情を丁寧に表現するために、表情や手元の動作に細かい陰影をつける。背景はシンプルにしつつも、二人の未来への期待感を感じさせる描写を行う。
11. 配色
· リビングシーン: 温かいベージュやブラウンを基調に、成功と安心感を表現。
· 計画のシーン: 淡い青やグリーンを使用し、新たな目標に向けた希望を強調。
· 未来へのシーン: 明るい青空や夕焼けのオレンジを使い、未来への期待と希望を描く。
12. 演出方法
· 成功を確認するシーンでは、ハカセとミケの表情に焦点を当て、二人の間に流れる穏やかな時間を描写。
· 計画を立てるシーンでは、ハカセの熱意とミケの信頼感を強調するために、クローズアップと柔らかい陰影を使用。
· 未来に向かって歩き出すシーンでは、背景を広がりのある空と道で描き、二人の新たな冒険と成長への期待を視覚的に表現する。


























第10章：最後の旅立ち
1. 各シーン
· シーン1: ハカセとミケが、これまでの旅路を振り返りながら、最後の旅に出発する準備をするシーン。ハカセが家の中で準備を整え、ミケが彼のそばで見守っている。
· シーン2: 二人が出発のために玄関に向かい、これまでの思い出がフラッシュバックするシーン。玄関を開ける瞬間、過去の様々なシーンが蘇る。
· シーン3: ハカセとミケが家を後にし、広がる風景の中へと歩き出すシーン。彼らの背中が未来への希望と共に描かれる。
2. コマ割り
1ページ目:
· 1コマ目: ハカセがリビングで、旅立ちの準備をしているシーン。大きなコマで、荷物をまとめる姿が描かれる。ミケがそのそばで見守る。
· 2コマ目: ハカセがリビングの棚から写真立てを取り、過去を懐かしむように眺めているシーン。中サイズで、写真に映る思い出をクローズアップ。
· 3コマ目: ミケがハカセの足元でリラックスしながら彼を見上げるシーン。小サイズで、信頼と安心を感じさせる。
2ページ目:
· 1コマ目: ハカセとミケが玄関に向かい、ドアを開ける瞬間を描くシーン。大きなコマで、玄関を開けるハカセの手元をクローズアップし、外の光が差し込む様子を描写。
· 2コマ目: 過去の旅の思い出がフラッシュバックするシーン。複数の小コマで、これまでの様々な出来事が一瞬のうちに蘇る様子を表現。
· 3コマ目: ハカセとミケが玄関を出るシーン。中サイズで、二人の決意が感じられる表情を描写。
3ページ目:
· 1コマ目: ハカセとミケが家を後にし、広がる風景の中へと歩き出すシーン。大きなコマで、青空と広がる道が未来への希望を象徴している。
· 2コマ目: ハカセがミケを見下ろしながら、穏やかに微笑むシーン。中サイズで、二人の絆を強調。
· 3コマ目: 遠ざかる二人の背中が描かれ、広がる道が未来へ続いている様子を小サイズで描写。
3. 登場人物
· 副業ハカセ: 初老の男性。これまでの旅路を振り返り、最後の旅に出発する準備を進める。ミケと共に未来に向かって歩き出す。
· ミケ: 小さな子猫。ハカセに寄り添い、彼と共に新たな旅に出発する。
4. ポーズ
· ハカセ: 荷物をまとめる姿、写真立てを手に取る姿、玄関のドアを開ける姿、ミケを見下ろしながら歩く姿。
· ミケ: ハカセのそばで見守る姿、玄関でハカセを見上げる姿、ハカセと共に歩き出す姿。
5. 表情
· ハカセ: 準備を整えるときの集中した表情、写真を見つめるときの懐かしさと少しの寂しさ、玄関を出るときの決意と希望、ミケを見下ろすときの優しい笑顔。
· ミケ: ハカセを見守るときの信頼感、リラックスした表情、新たな旅に出発する決意を感じさせる表情。
6. 台詞
· ハカセ:
· 「ここまで来たんだな、ミケ。」
· 「これが最後の旅になるかもしれない…でも、未来へ進もう。」
· 「一緒に、新しい一歩を踏み出そう。」
7. ト書き
· 1ページ目: (ハカセがこれまでの旅路を振り返りながら、最後の旅に向けて準備を進める。ミケもそのそばで彼を見守り、信頼と安心感を示す。)
· 2ページ目: (ハカセとミケが玄関に向かい、ドアを開ける瞬間に過去の思い出がフラッシュバックする。二人は新たな旅に向かって踏み出す決意を固める。)
· 3ページ目: (ハカセとミケが家を後にし、広がる風景の中へと歩き出す。未来への希望と決意が感じられる一歩を踏み出す。)
8. 背景
· 1ページ目: 自宅のリビング、棚に並ぶ写真立て、荷物が置かれたテーブル、玄関へと続く廊下。
· 2ページ目: 玄関のドア、外から差し込む光、過去の思い出のシーンが浮かび上がるフラッシュバック。
· 3ページ目: 広がる青空、遠くまで続く道、家を後にする二人の後ろ姿。
9. 小道具
· 旅行用のバッグ、写真立て、玄関の鍵、ドアノブ。
10. タッチ
· 線は柔らかく、特にキャラクターの感情を表現するために細かい陰影をつける。背景はシンプルに描かれながらも、過去の思い出と未来への希望を感じさせる演出が施される。
11. 配色
· リビングシーン: 温かいベージュやブラウンを基調に、懐かしさと安心感を表現。
· 玄関シーン: 明るい光が差し込む様子を、柔らかい黄色やオレンジで表現し、希望を感じさせる。
· 未来へのシーン: 明るい青空や緑の道を使い、未来への希望と前向きな気持ちを強調。
12. 演出方法
· 準備をするシーンでは、ハカセとミケの静かなやり取りと共に、これまでの旅路を振り返る様子を描写。
· 玄関でのシーンでは、過去のフラッシュバックを小さなコマに散りばめ、二人の記憶と新たな旅の始まりをリンクさせる演出を行う。
· 未来に向かって歩き出すシーンでは、背景の広がりを利用し、二人の旅路が続いていくことを視覚的に表現し、希望に満ちた未来を感じさせる。

























エピローグ：新たな始まりと永遠の絆
1. 各シーン
· シーン1: ハカセとミケが旅の終わりに、穏やかな自然の中で休息しているシーン。二人が共に過ごした時間を振り返りながら、穏やかな日常に感謝している。
· シーン2: ハカセがミケに、これからの未来について静かに語りかけるシーン。二人の間には深い絆が感じられる。
· シーン3: ハカセとミケが、これからも共に歩んでいく決意を新たにし、笑顔で夕日に向かって歩き出すシーン。未来への希望が描かれる。
2. コマ割り
1ページ目:
· 1コマ目: ハカセとミケが広がる草原の中で並んで座り、自然を見つめながら穏やかな時間を過ごしているシーン。大きなコマで、二人の静かな時間を描写。
· 2コマ目: ハカセがミケを優しく撫でながら、過去を思い返しているシーン。中サイズで、二人の穏やかな表情を描く。
· 3コマ目: ミケがハカセの肩に頭を乗せ、目を閉じてリラックスしているシーン。小サイズで、二人の信頼感と安らぎを表現。
2ページ目:
· 1コマ目: ハカセがミケに、これからの未来について静かに語りかけるシーン。大きなコマで、二人が顔を近づけて話し合う姿を描写。
· 2コマ目: ミケがハカセの顔を見上げ、優しく鳴いているシーン。中サイズで、二人の深い絆を描く。
· 3コマ目: ハカセが笑顔でミケに応えるシーン。小サイズで、未来に向けた前向きな気持ちを表現。
3ページ目:
· 1コマ目: ハカセとミケが立ち上がり、夕日に向かって歩き出すシーン。大きなコマで、二人の後ろ姿と広がる夕焼け空を描写。
· 2コマ目: ミケがハカセの足元に寄り添いながら歩いているシーン。中サイズで、二人の絆を強調。
· 3コマ目: 遠ざかる二人の後ろ姿が夕日に映えるシーン。小サイズで、永遠に続く道と未来への希望を感じさせる。
3. 登場人物
· 副業ハカセ: 初老の男性。旅の終わりに、これからの未来に向けた決意を新たにする。ミケとの絆を深く感じている。
· ミケ: 小さな子猫。ハカセに寄り添い、彼と共にこれからの未来を歩んでいく。
4. ポーズ
· ハカセ: 草原で座り、自然を見つめる姿、ミケを撫でる姿、ミケに語りかける姿、夕日に向かって歩き出す姿。
· ミケ: ハカセの肩に頭を乗せる姿、顔を見上げて優しく鳴く姿、ハカセに寄り添いながら歩く姿。
5. 表情
· ハカセ: 穏やかな微笑み、過去を振り返るときの懐かしさ、未来に向けた決意と希望、ミケに語りかけるときの優しい笑顔。
· ミケ: リラックスした表情、ハカセに寄り添う安心感、未来に向けた希望を感じさせる表情。
6. 台詞
· ハカセ:
· 「ここまで、一緒に来られて本当に良かったな、ミケ。」
· 「これからも、共に歩んでいこう。」
· 「どんな未来が待っていても、君と一緒なら怖くない。」
7. ト書き
· 1ページ目: (ハカセとミケが自然の中で穏やかな時間を過ごし、これまでの旅路を振り返る。二人は静かに感謝の気持ちを感じ合う。)
· 2ページ目: (ハカセはミケにこれからの未来について語りかける。二人の間には深い絆があり、未来への希望が芽生えている。)
· 3ページ目: (ハカセとミケは立ち上がり、夕日に向かって新たな旅路を歩き出す。二人は共に未来への希望を胸に、新しい冒険に向かって進んでいく。)
8. 背景
· 1ページ目: 広がる草原、遠くに見える山並み、青空と緑が広がる自然の風景。
· 2ページ目: 草原に沈む夕日、柔らかい光が二人を包み込む風景。
· 3ページ目: 広がる夕焼け空、遠くまで続く道、未来への希望を象徴する風景。
9. 小道具
· リュック、草原に咲く花、夕日を受けた影。
10. タッチ
· 線は柔らかく、特に二人の感情を丁寧に表現するために、表情や手元の動作に細かい陰影をつける。背景はシンプルながらも広がりを感じさせる描写で、未来への希望を強調。
11. 配色
· 草原シーン: 緑の草原と青い空を基調に、自然の穏やかさと平和を表現。
· 夕焼けシーン: 暖かいオレンジやピンクを基調に、未来への希望と決意を表現。
· 未来へのシーン: 明るいオレンジと深い青を使い、永遠に続く道と未来への期待感を強調。
12. 演出方法
· 自然の中でのシーンでは、二人の穏やかな時間を強調するために、広がりのある構図と柔らかな光を使用。
· ミケとの対話シーンでは、二人の顔をクローズアップし、深い絆と未来への期待を視覚的に表現。
· 未来に向かって歩き出すシーンでは、広がる背景を使い、二人の道が続いていくことを示し、希望と決意を強調する演出を行う。

